
 

生活文化スポーツ局 指定管理者評価委員会 

－ 次 第 － 

 

日 時 令和５年８月 10 日（木曜日） 

午前９時から午後３時まで 

場 所 都庁第一本庁舎 15 階 F 会議室 

                 （一部オンライン併用（Microsoft Teams利用）） 

１ 開  会 

２ 委員紹介 

３ 議  事 

   ⑴ 所管局による一次評価の結果について 

     ※ 終了後に休憩（9：50 ～ 9：55） 

 

   ⑵ 指定管理者によるプレゼンテーション、質疑及び二次評価の審議 

    ア 海の森水上競技場 

    イ 夢の島公園アーチェリー場 

     （休憩 10:45～10:50） 

    ウ カヌー・スラロームセンター 

    エ 大井ふ頭中央海浜公園ホッケー競技場 

     （休憩 11:40～12:40） 

    オ 武蔵野の森総合スポーツプラザ 

    カ 東京都パラスポーツトレーニングセンター ※ 

     （休憩 13:30～13:35） 

    キ 東京都障害者総合スポーツセンター ※ 

    ク 東京都多摩障害者スポーツセンター ※ 

(※) オンライン併用 

４ 閉  会 

 

 



 

【資料】 

１ 生活文化スポーツ局指定管理者評価委員会委員名簿 

２ 対象施設及び指定管理者 

３ 指定管理者管理運営状況評価の流れ 

４ 所管局による一次評価結果報告 

５ 令和４年度の管理運営状況（指定管理者プレゼン資料） 

６ 生活文化スポーツ局指定管理者評価委員会評価シート（二次評価） 

７ 都立体育施設等指定管理者評価委員会設置要綱 



都立体育施設等指定管理者評価委員会委員名簿 

氏名 役職名 

委 員 守泉 誠 公認会計士 

委 員 小海 隆樹 日本女子体育大学教授 

委 員 丸山 正 
公益財団法人日本レクリエーション協会 
評議員 

委 員 上代 圭子 東京国際大学准教授 

委 員 二條 実穂 
元車いすテニスプレーヤー 
2016年 リオデジャネイロ パラリンピック 

ダブルス 4 位入賞 
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対象施設及び指定管理者 

 

施設名（所在地） 指定管理者名 指定期間 

海の森水上競技場 

（江東区海の森 3-6-44） 

海の森水上競技場マネジメント共同企業体 

（代表企業）一般財団法人公園財団 

（構成団体）株式会社協栄、日建総業株式会社、 

      野村不動産ライフ＆スポーツ株式会社 

令和元年６月１日から 

令和５年３月31日まで 

夢の島公園アーチェリー場 

（江東区夢の島 2-1-4） 

アメニス夢の島グループ 

（代表企業）株式会社日比谷アメニス 

（構成団体）日建総業株式会社 アズビル株式会社、 

      株式会社日比谷花壇、 

      株式会社グリーバル、 

      株式会社エコルシステム 

平成31年４月１日から 

令和５年３月31日まで 

カヌー・スラロームセンター 

（江戸川区臨海町 6-1-1） 
株式会社協栄 

令和元年６月１日から 

令和５年３月31日まで 

大井ふ頭中央海浜公園 

ホッケー競技場 

（品川区八潮 4-1-19、 

大田区東海 1-2-1） 

アメニス海上南部地区グループ 

（代表企業）株式会社日比谷アメニス 

（構成団体）日建総業株式会社、 

      太陽スポーツ施設株式会社、 

      株式会社エコルシステム 

令和元年７月10日から 

令和５年３月31日まで 

武蔵野の森総合スポーツ 

プラザ 

（調布市西町 290-11） 

東京スタジアムグループ 

（代表企業）株式会社東京スタジアム 

（構成団体）株式会社京王設備サービス、 

      株式会社シミズオクト、 

      東京ビジネスサービス株式会社、 

      株式会社東京ドームスポーツ 

平成29年11月１日から 

令和５年３月31日まで 

東京都パラスポーツトレー

ニングセンター 

（調布市西町 376-3） 

公益社団法人東京都障害者スポーツ協会グループ 

（代表企業）公益社団法人東京都障害者スポーツ協会 

（構成団体）株式会社東京スタジアム 

令和５年３月１日から 

令和10年３月31日まで 

東京都障害者総合スポーツ

センター 

（北区十条台 1-2-2） 

公益社団法人東京都障害者スポーツ協会 
平成28年４月１日から 

令和８年３月31日まで 

東京都多摩障害者スポーツ

センター 

（国立市富士見台 2-1-1） 

公益社団法人東京都障害者スポーツ協会 
平成28年４月１日から 

令和８年３月31日まで 
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指定管理者管理運営状況評価の流れ

①管理状況

○協定や事業計画に
沿って適切に施設管理
が行われているか

○個人情報保護、報告
等は適切に行われてい
るか

○施設の安全性は確保

されているか

○適切な経理処理・財

産管理が行われている

か

②事業効果

○利用者促進に取組み、
効果が出ているか

○事業内容、職員対応

について利用者の反応

はどうか

確認項目 管理運営状況の確認

指定管理者 東京都

一次評価

（所管局による客観的評価）

・所管局は、管理運営状況の確認の結果等を

踏まえ、指定管理者の年間を通じた管理運営

状況を評価。

・各確認項目について、指定管理者が果たす

べき業務に照らして、「水準を上回る」（2

点）、「水準どおり」（１点）、「水準を下

回る」（0点）の３段階で評価。

・各確認項目の評価の得点の合計点に基づき、

全確認項目において中位の評価（「水準どお

り」）を受けた場合の合計点を「標準点」と

して、次の４段階で評価。

財務諸表

年度終了後

提出

確認

【財務状況の確認】
公認会計士である評価委員の助言を得て、
指定管理者の財務状況を確認

【特命要件の継続状況の確認】
特命により指定管理者を選定した施設は、
特命要件の継続状況を確認

二次評価

（評価委員会による専門的評価）

月報

毎月提出

履行
確認

・評価委員会は、施設の設置目的などを踏まえたうえで、

一次評価の内容について検証し、管理運営状況、事業効果

その他について専門的な評価を実施。

・また、指定管理者のサービス水準の向上、効率的な運営

の推進等に関する助言が可能。

所管局による総合評価

指定管理者への通知

評価結果の公表

適宜
提出

確認利用者
アンケート

事業
報告書

確認

年度終了後

提出

配点
水準を
上回る
(2点)

水準
どおり
(1点)

水準を
下回る
(0点)

評価理由

1 施設・設備の保守点検 ×１ ○
　実地調査を行ったところ、適切な
保守点検を実施し、事故の未然防止
に努めていることを確認したため、
水準どおりとする。

2
施設の清掃
（施設の清潔さ） ×１ ○

　実地調査を行ったところ、清潔な
状態を保持し、消耗品も適切に補充
していることを確認したため、水準
どおりとする。

… … … … … …

19 利用状況 ×１ ○

　個人利用者数は前年度比△6.2％、
団体稼働率は前年度比△3％であっ
た。個人利用者数、団体稼働率とも
に前年度と比べて概ね同等であるた
め、水準どおりとする。

… … … … … …

31 利用促進への取組 ×１ ○

　ホームページの活用や自治体広報
に加え、28年度新規に、新聞やタウ
ン情報誌、駅ポスターや全国紙など
多くの広告媒体を活用して利用促進
への積極的な取組みを進めた。この
点を評価し、水準を上回るとする。

一次評価
（イメージ）

管
理
状
況

事
業
効
果

実地調査
ヒアリング

評価 内容

S
管理運営が優良であり、特筆すべき実績・成果が認めら
れた施設

A

B

C

管理運営が良好であり、管理運営に係る様々な点で優れ
た取組が認められた施設

管理運営が良好であった施設

管理運営の一部において良好ではない点が認められた施
設

・二次評価は、次の４段階で決定する。

年1回程度実施

【評価委員会】

【評価の内容】

【二次評価の評価基準】

・指定管理者の管理運営状況を客観的・総合的に評価するた

め、所管局は評価委員会を設置し二次評価を行う。

・評価委員会は、外部委員で構成。

・Ｓ評価は、特に優れた取組を行い、成果をあげている指

定管理者を評価するために用いる。

・C評価は、管理運営がおおむね良好でも、その一部に改

善を要する点が認められた事業者を評価するために用いる。

資料３

評価 確認項目評価の得点の合計点

S 　「標準点の1.33倍（小数点以下切上）」以上

　「標準点の1.25倍（小数点以下切上）」点以上　かつ　

　「標準点の1.33倍（小数点以下切上）-1」点以下

　「標準点の0.88倍（小数点以下切捨）+1」点以上　かつ　

　「標準点の1.25倍（小数点以下切上）-1」点以下

　「標準点の0.88倍（小数点以下切捨）」点以下　

　法令・協定違反、指定管理者の責めに帰すべき事故等があった場合
C

B

A



8．海の森水上競技場 【一次評価結果】

協定や事業計画に沿って、施設の安全性を確保しつつ、

適切に管理が行われているか

（１）施設・設備の適切な管理 （安全性の確保） ×2 ○

（２）施設の清掃（清潔さ） ×1 ○

（３）施設の警備 ×1 ○

（４）人員配置及び人材育成の取組 ×1 ○

（５）施設の提供について ×1 ○

個人情報保護、報告等は適切に行われているか

（１）個人情報保護・情報セキュリティ ×1 ○

（２）情報公開の取組 ×1 ○

（３）環境配慮への取組 ×1 ○

（４）各種法令等の遵守 ×1 ○ ※１　 標準点は、評価項目が全て中位の評価を受けた場合の得点。

※２

災害や事故への備えが適切に行われているか

（１）都への報告・連絡 ×1 ○

（２）防災への配慮・緊急時対策 ×1 ○

（３）事故への対応 ×1 ○

【確認事項】

適切な財務運営・財産管理が行われているか

（１）収支状況（安定的な運営） ×2 ◎

（２）経理処理 ×1 ○

（３）物品の管理 ×1 ○

利用促進効果

事業計画通りのサービスが提供されているか

（１）スポーツ振興事業又は障害者スポーツ振興事業等の実施状況 ×2 ○

（２）自主事業の実施状況 ×2 ○

（３）利用者に対するサービス提供事業の実施状況 ×2 ○

（４）利用者ニーズの把握 ×2 ○

（５）サービス向上に向けた取組 ×2 ○

（６）苦情等への対応 ×1 ○

（７）利用促進への取組 ×2 ○

（８）都の施策への協力等 ×2 ○

※評価：　◎水準を上回る（２点）　　　○水準どおり（１点）　　　△水準を下回る（０点）

(1)４月29日の再開業を皮切りに様々なイベントを開催している。主な施設利用はボート全日本選手権（５月）、国体・カヌー東
京都予選（５月）、水上スポーツ体験会（６月）、トライアスロン大会（６月）、国体・ボート関東ブロック（７月）、TOKYO ISLAND
（９月）、海の森スポーツフェスタ（10月：水上競技の他、パルクール、車いすバスケ、サーフィン、ボクシング、ランニング、ボッ
チャなど）、どなたでも参加可能なフィットネスとして健康体操教室などがあげられ様々なニーズに対応した利用を実現でき
た。再開業当初と比較し、水面利用者が徐々に増加してきている。学生団体の利用に関してニーズ調査を行った結果、資金
面やアクセス面で課題を挙げる学校が多かったため、割安の「合宿プラン」の設定や、シャトルバスによる迎車を実施して営
業、誘致を行った。石川県のカヌー大会、戸田のボート大会に実際に足を運びPRを行った。これら取組によって秋から冬に
かけて合宿利用が増加した。
(3)再開業を迎え宿泊室も稼働し、宿泊アメニティの販売、宿泊者へのドライヤー貸出などニーズに合わせたサービスを開始
した。合宿や研修の食事提供事業として、ビュッフェ形式での食事提供や仕出し弁当の提供を行うなど、ニーズを取り入れた
事業として進めている。当初、自動販売機については飲料のみとしていたが、それ以外のニーズもあったため軽食や菓子と
いった商品を取扱う自動販売機を導入した。

事

業

効

果

利用状況 配点 評価 評価の内容

事業の取組 配点 評価 評価の内容

評価 評価の内容

（１）利用状況 ×2 △ (1)施設運営計画時の目標大会数・来場者数に到達していない。令和５年度の利用に向けて、引き続き積極的に大会誘致や
来場者数増加に向けた取組を行っていく。

一般財団法人公園財団、㈱協栄については業績は好調であ

り、日建総業㈱は官公庁を主な顧客として堅実な経営を行って

いるが、野村不動産ライフ＆スポーツ㈱は経営環境の悪化によ

り業績が低迷している。経営環境の変化への対応に引き続き

注視する必要があろう。

(1)事故発生時や台風被害状況など必要に応じてメールや携帯電話において報告や指示を受ける体制ができている。なお、
令和４年度の報告案件としては、水面利用時のボート艇の船体に引っかき傷の発生、水面利用者による水上設備（カウン
ターブイ）の破損、コースロープの破断、新型コロナウイルス陽性者の報告を行った。
(2)AEDを艇庫棟１Fエントランスおよびグランドスタンド棟１Fエントランスに各１台設置しており、来館者からも目立ちやすい場
所に専用ボックスを設置している。

(1)日常巡視点検は毎日スタッフによる巡回点検を行い不具合箇所等を発見した場合は速やかに修繕等を実施している。
(3)務所スタッフによる毎日の巡回警備を実施している。また、適時にボートによる水面監視も実施している。営業時間外につ
いて、艇庫棟、ＧＳ棟、ＦＴ棟は機械警備を設置し、24時間対応している。また、夜間における緊急対応のためが従業員が常
駐する体制をとっている。
(5)令和４年度の利用は、ボート大会（第100回全日本選手権大会、国体ブロック予選等）、カヌー大会（国体都予選およびブ
ロック予選、江東区子どもカヌー大会）をはじめ、海の森水上競技場で初開催となるトライアスロン大会やアクアスロン大会、
ドラゴンボート大会といった水上競技大会が開催された。さらには、秋頃よりボートやカヌーの大学や企業チームに対して、
合宿利用の営業を実施した。

標準点

34 点

評価 評価の内容

合計点

法令等の遵守 配点 評価 評価の内容

一次評価結果

管

理

状

況

適切な管理の履行
配点 評価 評価の内容

34 点 Ｂ

(1)年に１度研修を実施し、個人情報保護規則を再度職員で確認している。PCは個人ごとにID、パスワードが設定されてい
る。また、代表者である公園財団本部においてウイルス対策をしている。
(3)令和３年度に引き続き、都が定める再エネ率をクリアした電力会社と契約している。電気の切り忘れを案内する表示を設
置したり、東京都が推進するHTTキャンペーンポスターを掲示して省エネについて利用者へ周知を図っている。また、トイレ
の小便器において自動排水のタイミングを調整するなど節水対策を行っている。GS棟についてはトイレ洗浄水に雨水を使い
節水している。

(1)東京ロケーションボックスへの登録もあって、撮影や企業の新商品発表会などの利用が想定以上に増えており収入に寄
与している。また経費削減のため、職員による芝刈りや水門の一部操作、日常的に取り組める節電、節水、裏紙利用などを
行っている。
(3)管理運営の基準に基づいて物品整理簿を作成し、整理簿と物品を確認し棚卸しを実施している。また、保有艇にナンバリ
ングを行い、貸し出しの都度、紛失や破損チェックを行っている。

指定管理者の財務状況について

「Ｓ」は標準点の1.33倍以上の場合、

「Ａ」は標準点の1.25倍以上かつ1.33倍未満の場合、

「Ｂ」は標準点の0.88倍より大きくかつ1.25倍未満の場合、

「Ｃ」は標準点の0.88倍以下の場合。

適切な財務運営・財産管理 配点

緊急時の対応 配点

評

価

基

準

Ｓ 46点以上

A 43点 ～ 45点

Ｂ 30点 ～ 42点

Ｃ 29点以下
※２

※１

 

資料４



9．夢の島公園アーチェリー場 【一次評価結果】

協定や事業計画に沿って、施設の安全性を確保しつつ、

適切に管理が行われているか

（１）施設・設備の適切な管理 （安全性の確保） ×2 ○

（２）施設の清掃（清潔さ） ×1 ○

（３）施設の警備 ×1 ○

（４）人員配置及び人材育成の取組 ×1 ○

（５）施設の提供について ×1 △

個人情報保護、報告等は適切に行われているか

（１）個人情報保護・情報セキュリティ ×1 ○

（２）情報公開の取組 ×1 ○

（３）環境配慮への取組 ×1 ○

（４）各種法令等の遵守 ×1 ○ ※１　 標準点は、評価項目が全て中位の評価を受けた場合の得点。

※２

災害や事故への備えが適切に行われているか

（１）都への報告・連絡 ×1 ○

（２）防災への配慮・緊急時対策 ×1 ○

（３）事故への対応 ×1 ○

【確認事項】

適切な財務運営・財産管理が行われているか

（１）収支状況（安定的な運営） ×2 ◎

（２）経理処理 ×1 ○

（３）物品の管理 ×1 △

利用促進効果

事業計画通りのサービスが提供されているか

（１）スポーツ振興事業又は障害者スポーツ振興事業等の実施状況 ×2 △

（２）自主事業の実施状況 ×2 ○

（３）利用者に対するサービス提供事業の実施状況 ×2 ○

（４）利用者ニーズの把握 ×2 ○

（５）サービス向上に向けた取組 ×2 ○

（６）苦情等への対応 ×1 ○

（７）利用促進への取組 ×2 ○

（８）都の施策への協力等 ×2 ○

※評価：　◎水準を上回る（２点）　　　○水準どおり（１点）　　　△水準を下回る（０点）

公園の指定管理者が、競技施設を含め、一体的に管理運営

を行っている。維持管理の一本化などによって効率化を図るため

には、公園と一体的に管理運営していく必要がある。なお、次

期選定は公園管理者と併せて公募にて実施。(1)スポーツ振興事業は、年に１回しか実施できていない。
(2)令和４年10月９日、スポーツの日記念イベントを東京都と共催で実施し、約500名の参加者にお越しいただくなど盛況だっ
た。
(5)アーチェリーに関しては、大会の規模や事前準備などを考慮し、時に７:30より解錠して準備を行うなど、臨機応変に利用
者サービスを実施。
(7)WEBサイトを刷新し、イベントの情報などを中心に告知活動を行ってきた。また、イベントのチラシは近隣施設のBumBや、
最寄駅の新木場駅にも置いてもらった。WEBサイトと連動したツイッターも実施している。イベント情報のほか、施設概要、一
般開放時の注意点やアーチェリー、その他スポーツの注意点等を掲載している。
(8)夢の島公園と連携し、アーチェリー場責任者不在の際も施設利用者に対応し質の高いサービスを提供した。地域企業や
団体との連絡会（新木場連絡会）をグループが主催。施設を活用して地域活性に努めている。最新の感染防止ガイドライン
等を参照しながら健康チェックシートの回収、受付の消毒液の設置、マスクの必携の指導等、人が集まるところでは常に心が
けている。パートナーシップ会議に出席をして、意見交換等を積極的に行った。

事

業

効

果

利用状況 配点 評価 評価の内容

事業の取組 配点 評価 評価の内容

評価 評価の内容

（１）利用状況 ×2 ○ (1)令和４年度団体利用コマ数は244コマで、利用率は令和３年度より下がっているが、利用コマ数自体は大幅に増加してい
る。 特命要件の継続状況

(1)東京都の担当が変わる度に、緊急連絡網の情報を随時更新し、公園・植物館と情報共有している。
(2)マニュアルを整備し職員全員に周知している。夢の島公園と合わせて、気象災害対策計画書、消防計画書を作成。利用
団体に対しては避難誘導経路などを随時説明している。東京都の一時滞在施設としての指定はないが、職員が災害時でも
対応できるよう必要な備蓄を行っている。

(3)毎日２回夢の島公園とともにアーチェリー場内の巡回点検を実施。巡回点検時に併せて施錠確認等実施。年末年始休場
中は警備会社による巡回点検を実施。事務所（夢の島熱帯植物館内）に関しては機械警備を実施。
(5)管理運営基準及び関連書式に沿って、利用団体の予約受付・許可手続きをしているが、ダブルチェックが出来ておらず、
予約の重複が生じたことがあった。優先受付については、主にアーチェリー団体を対象に、事前の調整を行っている。一般
受付については、すべての団体を対象に随時受付を行っている。なお、受付が重複する際には、管理運営基準の優先順位
に従い、利用調整を行っている。

標準点

34 点

配点 評価 評価の内容

合計点

法令等の遵守 配点 評価 評価の内容

一次評価結果

管

理

状

況

適切な管理の履行
配点 評価 評価の内容

32 点 Ｂ

(1)個人情報に該当するものは健康管理チェックシート程度。個人情報管理台帳を作成し、施錠できる金庫にて保管を行って
いる。保管期限が過ぎたものから随時処分している。内閣サイバーセキュリティセンターの情報共有システムJISPを使用し
て、情報を入手している。
(3)公園とともに100％再生エネルギー電力を使用。倉庫等の電源は小まめに切る等を実施している。自動販売機も省エネル
ギー対応機を設置。自動販売機から発生するペットボトルについては設置者で回収しリサイクルしている。その他のゴミに関
しては清掃スタッフで回収し分別の後、廃棄物処理業者に引き渡している。

(1)利用者収入は計画よりも増。また大規模利用も増えており計画の４倍ほどの体育施設利用料収入。支出は消耗品の的、
的台等の内、畳60枚を更新。的台の修理も随時行っていく。利用の拡大を図り指定管理料の低減につなげるよう努力してい
る。
(3)芝刈り機等、東京都が初期配備した備品について、いつでも使える状態になっていないため、適切な維持管理が必要。

指定管理者の財務状況について

主に日比谷花壇グループでの構成であるが、経営が悪化してい

るものもあり、今後の経営動向に注視する必要がある。

「Ｓ」は標準点の1.33倍以上の場合、

「Ａ」は標準点の1.25倍以上かつ1.33倍未満の場合、

「Ｂ」は標準点の0.88倍より大きくかつ1.25倍未満の場合、

「Ｃ」は標準点の0.88倍以下の場合。

適切な財務運営・財産管理 配点

緊急時の対応

評

価

基

準

Ｓ 46点以上

A 43点 ～ 45点

Ｂ 30点 ～ 42点

Ｃ 29点以下
※２

※１

 



10．カヌー・スラロームセンター 【一次評価結果】

協定や事業計画に沿って、施設の安全性を確保しつつ、

適切に管理が行われているか

（１）施設・設備の適切な管理 （安全性の確保） ×2 ○

（２）施設の清掃（清潔さ） ×1 ○

（３）施設の警備 ×1 ○

（４）人員配置及び人材育成の取組 ×1 ○

（５）施設の提供について ×1 ○

個人情報保護、報告等は適切に行われているか

（１）個人情報保護・情報セキュリティ ×1 ○

（２）情報公開の取組 ×1 ○

（３）環境配慮への取組 ×1 ○

（４）各種法令等の遵守 ×1 ○ ※１　 標準点は、評価項目が全て中位の評価を受けた場合の得点。

※２

災害や事故への備えが適切に行われているか

（１）都への報告・連絡 ×1 ○

（２）防災への配慮・緊急時対策 ×1 ○

（３）事故への対応 ×1 ○

【確認事項】

適切な財務運営・財産管理が行われているか

（１）収支状況（安定的な運営） ×2 ◎

（２）経理処理 ×1 ○

（３）物品の管理 ×1 ◎

利用促進効果

事業計画通りのサービスが提供されているか

（１）スポーツ振興事業又は障害者スポーツ振興事業等の実施状況 ×2 ◎

（２）自主事業の実施状況 ×2 ◎

（３）利用者に対するサービス提供事業の実施状況 ×2 ○

（４）利用者ニーズの把握 ×2 ○

（５）サービス向上に向けた取組 ×2 ○

（６）苦情等への対応 ×1 ○

（７）利用促進への取組 ×2 ○

（８）都の施策への協力等 ×2 ◎

※評価：　◎水準を上回る（２点）　　　○水準どおり（１点）　　　△水準を下回る（０点）

(1)記録会「東京パドリングゲームス」は当初、事業計画上自主事業として計画していた。２日間実施するなど精力的に取り組
んだ結果、事業計画を上回る１日はスポーツ振興事業として追加実施することができた。
(2)ラフティングツアーは小学１年生から参加可能。親子連れから高齢者（70代）、障害者など幅広い多様な利用者にご参加
いただいた。また計画では年間133回実施予定のところ年間155回実施、実施回数を増やしより多くの方にご参加いただく機
会を創出した。
(8)クリスマスイベントの時にラフティングと観覧車の共通チケットを販売した。ガイドを職員がやることで、人件費を削減し、観
覧車代を含めても黒字になるよう工夫した。葛西臨海公園主催の「かさいりんかいこうえんウォークラリー」に協力、公園周遊
イベントのチェックポイントの１つとして参画した。JR東日本との連携事業として、イベントサブスクリプションサービス
「Sonoligo」に水上遊具を掲載。Bumbと連携し、パンフレットの相互配架を行っている。チルドレンファーストの取り組みの一
環として、子供たちの水難事故防止を啓蒙する活動を実施。7月に「こどもたちにライジャケを」代表森重さんをお招きし講話
を開催、またライフジャケット着用体験プログラムも実施。
都の要請を踏まえ、シティキャストの東京大会以降の活用に協力（総勢20名以上）。

事

業

効

果

利用状況 配点 評価 評価の内容

事業の取組 配点 評価 評価の内容

評価 評価の内容

（１）利用状況 ×2 ○

(1)７月23日からの個人利用者数は18,672人。団体利用については、７月22日までは再開業に向けた施設改修整備工事の
ため、対象団体を限定した開放とし、NF（JPNトレ、代表選考会）の利用の他、工事に支障のない範囲でテレビ局の番組収録
を許可した。国際大会１大会、国内大会６大会誘致を目標としていたところ、国内３大会誘致（４月日本代表選考会/10月
NHK杯・全日本）、自主事業２大会実施（「東京パドリングゲームス」として定番化する予定。スラローム・レースラフティング・
カヌーフリースタイル）の実績となった。

代表団体である㈱協栄は、民間及び公的施設について、ス

ポーツ施設等を中心に長年管理している実績を有し、東京都ス

ポーツ推進企業にも認定されている（認定番号

20150076）。財務的にも、無借金会社としてコロナ禍にあっ

ても安定的に運営されており、問題は検出されていない。

(1)災害対応マニュアルに準拠し、発生～対応完了までの経緯を含め随時報告・記録している。
(2)確実な気象情報をリアルタイムで収集するためのサービス「MiCATA」を導入しゲリラ豪雨や雷による施設公開中止の判
断が即座に出来るようにしている。再開業後のラフティングツアー、個人利用での怪我発生の原因を把握し怪我再発防止に
取り組むと共に様々なケースを予測しマニュアルに沿って職員が素早く対応出来る様にしている。

(1)毎朝、受付担当者により場内を一通り確認しており、プール内の浮遊物、コンベアの異音等があれば急ぎ連絡が入り、そ
の場で確認、対応することを遵守している。定期的に保守整備を行っている項目として、ろ過棟送風ファンのフィルター点検、
清掃（３カ月目安）、管理棟空調機点検、フィルター清掃（毎月）が挙げられる。
(2)一般開放後、多くのお客様が来られ、シャワーの使用量が大幅に増加した。定期点検時にシャワーヘッドを分解確認した
ところ、かなりの付着物が固着しており、従来の洗浄方法（中性洗剤漬け置き）では除去できず、今回はクエン酸と重曹によ
り化学的に除去を行った。
(4)管理運営基準に記載されている施設監視業務人員を配置している。１日の職員のうち１名は必ず有資格者である。

標準点

34 点

評価 評価の内容

合計点

法令等の遵守 配点 評価 評価の内容

一次評価結果

管

理

状

況

適切な管理の履行
配点 評価 評価の内容

43 点 Ａ

(1)ISO27001内の規程に従い情報セキュリティ教育を新規雇用者および継続の雇用者に実施した。
(3)７月の一般開放より揚水・起流ポンプの運用が複雑になり、朝の時点で当日の利用予定を確認し、不必要なポンプ運転を
無くすことでの節電を心がけた。８月よりガスメーターについても毎日検針を行い、無駄のない利用、及びガス漏れによる危
険性を監視するようにした。水位低下により給水を行う際に、雨が降っている、または降る事が予想される場合は、それによ
る増分を踏まえて給水しすぎないように調整を行っている。５月より、利用の多い場所でのCO2濃度を計測するようにした。

(1)令和４年度は７月後半の開業となり、陸域の工事が続き使用できない状況であることから、設備運転の効率化、業務の効
率化と業務の自社化を進めたことで、支出の縮減を進めた。
(3)貸与備品にはシールを貼るなどして管理・識別を行っている。加えて貸与備品は棚卸を行うことで明確に区別している。物
品管理は四半期に一回点検実施しており、東京都の指定する物品管理回数（年に１回）より多い。多くの備品を慎重に管理
している。

指定管理者の財務状況について

「Ｓ」は標準点の1.33倍以上の場合、

「Ａ」は標準点の1.25倍以上かつ1.33倍未満の場合、

「Ｂ」は標準点の0.88倍より大きくかつ1.25倍未満の場合、

「Ｃ」は標準点の0.88倍以下の場合。

適切な財務運営・財産管理 配点

緊急時の対応 配点

評

価

基

準

Ｓ 46点以上

A 43点 ～ 45点

Ｂ 30点 ～ 42点

Ｃ 29点以下
※２

※１

 



11．大井ふ頭中央海浜公園ホッケー競技場 【一次評価結果】

協定や事業計画に沿って、施設の安全性を確保しつつ、

適切に管理が行われているか

（１）施設・設備の適切な管理 （安全性の確保） ×2 ○

（２）施設の清掃（清潔さ） ×1 ◎

（３）施設の警備 ×1 ○

（４）人員配置及び人材育成の取組 ×1 ○

（５）施設の提供について ×1 ◎

個人情報保護、報告等は適切に行われているか

（１）個人情報保護・情報セキュリティ ×1 ○

（２）情報公開の取組 ×1 ○

（３）環境配慮への取組 ×1 ○

（４）各種法令等の遵守 ×1 ○ ※１　 標準点は、評価項目が全て中位の評価を受けた場合の得点。

※２

災害や事故への備えが適切に行われているか

（１）都への報告・連絡 ×1 ○

（２）防災への配慮・緊急時対策 ×1 ○

（３）事故への対応 ×1 ○

【確認事項】

適切な財務運営・財産管理が行われているか

（１）収支状況（安定的な運営） ×2 ◎

（２）経理処理 ×1 ○

（３）物品の管理 ×1 ○

利用促進効果

事業計画通りのサービスが提供されているか

（１）スポーツ振興事業又は障害者スポーツ振興事業等の実施状況 ×2 ○

（２）自主事業の実施状況 ×2 ◎

（３）利用者に対するサービス提供事業の実施状況 ×2 ○

（４）利用者ニーズの把握 ×2 ○

（５）サービス向上に向けた取組 ×2 ○

（６）苦情等への対応 ×1 ○

（７）利用促進への取組 ×2 ○

（８）都の施策への協力等 ×2 ◎

※評価：　◎水準を上回る（２点）　　　○水準どおり（１点）　　　△水準を下回る（０点）

公園の指定管理者が、競技施設を含め、一体的に管理運営

を行っている。維持管理の一本化などによって効率化を図るため

には、公園と一体的に管理運営していく必要がある。なお、次

期選定は公園管理者と併せて公募にて実施。
(1)ブラインドサッカーの体験会を開催した。そのほか、スポーツを通じて健康づくり、仲間づくりの場を提供する体幹トレーニ
ング・親子体操・ランニング教室の開催や、高校・大学のプレーヤー向けにテクニック向上を目標としたラクロスクリニックを開
催している。健康づくりのカリキュラムは、小規模なレッスンのため、参加者の満足度も高かった。
(2)再開業イベント、スポーツの日イベントにおける競技観戦、体験会の開催のほか、夢見るホッケー教室、タッチラグビー講
習会、ラクロス体験会を開催した。本格的な自主事業は令和４年度からの開催であるが、都度アンケート回答をお願いして
おり、ご満足の回答が多い。
(8)大井スポーツセンタースタッフと連携し、ホッケー場担当者不在の際も施設利用に支障のないような体制を整えている。大
田スタジアムとは相互に大会開催日の共有を行っている。また、ホッケー等の有観客試合の際にも、運営が円滑に進むよ
う、場内動線やマナーアップ、駐車場利用等に関して情報交換を行っている。令和５年度予約を受け付けた大田区のランニ
ングイベントは、サブピッチと大田スタジアムとが合同会場として選定された。ワクション・キャンペーンに積極的に協力し、８
月と12月に当選者を受け入れ、施設内や練習ピッチの見学、競技解説付きの試合観戦とプレミア感のある観戦機会を提供
した。この経験や来場者の反応がきっかけとなって、アーカイブ資産の企画展示や見学ツアーの開催を事業計画に組み込
むこととなった。

事

業

効

果

利用状況 配点 評価 評価の内容

事業の取組 配点 評価 評価の内容

評価 評価の内容

（１）利用状況 ×2 ◎

(1)土日祝日をはじめ、夏休み、年末年始休暇、春休み期間の稼働が高い。ホッケー大会23大会の目標に対し、26大会の開
催ができた。そのほか、ラクロス大会を７大会開催できており、計33大会の開催ができている。ホッケー競技にフォーカスする
と、６月後半からの再開業、コロナ禍による大会規模の縮小や観客数が制限されていた、といった事情がある中、２月末まで
に大会開催で約51,000人の来場があった。この他に、ラクロス競技では計画値を上回る約18,000人の来場があった。

特命要件の継続状況

(1)管理運営基準に基づき、公園側とも一体となった連絡体制を整備している。
(2)AEDは施設への入口で目に入る場所、事務室の近くに設置している。巡回時には作動確認ランプの確認を行っている。ま
た、ピッチへの出入口にもAED設置の掲示を行っている。備蓄品は在庫管理がしやすいように、備蓄倉庫内に、ホッケーと公
園とでスペースを区分して収納している。

(2)定期清掃は年2回実施予定としていたが、6月の再開業以降、国際大会や全国規模の大会開催が相次いだため、夏と秋
に追加し計4回実施した。利用者からも感謝の声が届いている。人工芝のスポーツトラクターによるメンテナンスは、仕様では
年4回としているが、ホッケーの国際大会や全日本クラスの大会開催はもちろん、多目的利用も積極的に促進する施設運営
方針であるため、芝の点検・コンディション維持を最優先に考えて、月1回実施している。
(5)イベント誘致において、ホッケー競技は、日本リーグ、全日本選手権といった大会に加えて、全国高校選抜大会を初めて
誘致することに成功した。ラクロス競技も、日本代表チャレンジマッチや全国地区リーグ戦など申し込みが前年比増で好調で
ある。また、令和３年度利用のなかった競技（アメフト）の普及活動を復活できたほか、タッチラグビーの大会利用も大幅増（１
→７大会）で誘致できた。全体計画の23に対して30を超える大会誘致ができている。

標準点

34 点

配点 評価 評価の内容

合計点

法令等の遵守 配点 評価 評価の内容

一次評価結果

管

理

状

況

適切な管理の履行
配点 評価 評価の内容

44 点 Ａ

(1)個人情報の安全管理措置についてリスク分析を行い、日常の運用の中でどのようなことに気を付ければよいかチェックリ
スト化している。
(3)貸館時の照明設定は、トイレや更衣室はセンサーによる自動点灯とし、廊下の照明は安全性を確認のうえ常時半点灯と
している。また、トイレ排水には雨水を利用している。ピッチの散水設備はタイマー設定により、適量かつ最小で稼働するよう
にしている。通常時はごみは原則利用者の持ち帰りとし、大会などの利用時には主催者に分別をお願いした状態で預かり、
回収後に再度確認・仕分けを実施している。

(1)ホッケー場はLED化していることから、電気の基本料金の公園施設との按分ルールを電気容量から使用量に見直ししたこ
とで、光熱水費を大きく削減することができた。また消耗品は、在庫を多く持たず、必要な分だけ追加発注を行うようにしてい
る。協定額は、選定時の提案額から下がってはいないが、提案時にはない多目的コートの管理や植栽、競技用マーカーの
維持業務やコロナ対策が増えている。

指定管理者の財務状況について

主に日比谷花壇グループでの構成であり、一部に経営が悪化し

ているが、借入金の負担がないものも多く、特に問題は見られな

い。

「Ｓ」は標準点の1.33倍以上の場合、

「Ａ」は標準点の1.25倍以上かつ1.33倍未満の場合、

「Ｂ」は標準点の0.88倍より大きくかつ1.25倍未満の場合、

「Ｃ」は標準点の0.88倍以下の場合。

適切な財務運営・財産管理 配点

緊急時の対応

評

価

基

準

Ｓ 46点以上

A 43点 ～ 45点

Ｂ 30点 ～ 42点

Ｃ 29点以下
※２

※１

 




